
2026年度名古屋大学法学部 

第 ３年次編入学学生募集要項 

本学部は、2026年度の第３年次編入学学生の選抜について、下記のとおり実施します。 

 

ⅠⅠ  アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー  
複雑化し価値の多元化が進む現代社会においては、解決困難な問題が種々生じています。このような

中で、法学部生に期待される知識の獲得と能力の涵養のために、本学部は、次のような教育目標を掲げ

ています。 

①グローバル化社会に通用する法律学・政治学の総合的な知識を、論理的に体系づけて修得する。 

②大局的見地に立ってものごとを総合的に判断し、的確な価値判断・意思決定を行う能力を身につ

ける。 

③現代社会のさまざまな問題に積極的に関わり、専門分野の知見に基づいてその解決に寄与する能

力を身につける。 

この目標を達成するために、本学部は、法的・政治的知識がきわめて重要となる現代の法化社会で、

グローバルに活躍しようとする意欲ある人を求めています。 

第３年次編入学は、多様な動機から自己の進路を変更し、あらためて法律学・政治学を学びたいとい

う人々に、大学の門戸を広く開放するものです。すなわち、大学教育を受けていったん社会人となった

けれども、新たに法律学・政治学を系統的かつ体系的に履修することを望む人、法学部以外の学部に入

学したが、一定期間学んだのち法律学・政治学に関心をもち、法学部への編入学を志望するようになっ

た人、短期大学または高等専門学校を卒業したのちに法律学・政治学の専門教育を受けることを希望す

る人などです。 

選抜に当たっては、書類選考、外国語及び小論文の筆記試験並びに口述試験を組み合わせた総合的な

方法で、教育目標として掲げた知識の獲得及び能力の涵養のために必要な資質と能力を確認します。 

 

ⅡⅡ  募募集集人人員員  
10 名 

ただし、選考の結果、成績によっては、募集人員にかかわらず入学が許可されないことがあります。 

 

ⅢⅢ  出出願願資資格格  
次の各号の一に該当する者 

１  日本の大学に２年以上在学（休学期間を除く。）し、52 単位以上を修得した者及びこれらの要件を

2026 年３月までに満たす見込みの者（本学在学者は除く。） 

２  学士の学位を有する者及び 2026 年３月までに学士の学位を授与される見込みの者 

３  日本の短期大学又は高等専門学校を卒業した者及び 2026 年３月までに卒業する見込みの者 

４  外国において、学校教育における 14 年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の期

間を含む。）を修了した者及び 2026 年３月までに修了する見込みの者 

５  外国の短期大学を卒業した者又は外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制

度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を我が

国において修了した者及び 2026 年３月までに修了する見込みの者（学校教育法第 90 条第１項に

規定する者に限る。） 

６  学校教育法第 132 条の規定による専修学校の専門課程を修了した者及び 2026 年３月までに修了す

る見込みの者 

７  学校教育法第 58 条の２の規定による高等学校の専攻科の課程を修了した者及び 2026 年３月まで

に修了する見込みの者 

８  学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）附則第７条の規定により大学の第３年次に編

入学することができる者 

 

ⅣⅣ  出出願願手手続続  
１１    入学志願者は、３の「出願書類」を一括して封筒に入れ、必ず書留郵便で送付してください。持参は認

めません。 

送付先 〒464-8601 名古屋市千種区不老町Ｂ４－４（700） 

名古屋大学法学部   入試担当 
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２２      受受付付期期間間  

2025 年 9 月 29 日（月）から同年 10 月 3 日（金）16 時までに郵送必着。 

 
３３      出出願願書書類類  

編入学志願票等の所定様式は、法学部ホームページ（https://www.law.nagoya-u.ac.jp/admissions/a

bout-undergraduate/）からダウンロードし、Ａ４判用紙に片面印刷のうえ記入してください。 

（1） 志願票（本学部所定のもの） 

（2） 写真票及び受験票（本学部所定のもの） 

（3） 志願理由書（本学部所定のもの）※文章の全部又は一部を生成AIにより作成することは認めませ

ん。 

（4） 卒業証明書（大学中途退学の場合は、在籍していたことの証明書。現在在学中の者は不要） 

（5） 最終（修了）学校又は在学中の成績証明書 

（6） 本学部所定様式の成績証明書（受験者が記入するのではなく学校に記入証明を依頼してくださ

い。） 

（7） 検 定 料 30,000 円 

※別途、払込手数料（750円）が必要となります。 

※払込期間：2025年9月19日（金）～2025年10月2日（木）16時まで 

入学検定料は、コンビニエンスストア（日本国内のみ）で払い込んでください。コンビニエンスス

トアで受領した「取扱明細書」（セブンイレブン：マルチコピー機）または「払込受領証」（ローソ

ン、ミニストップ：Loppi）を出願書類に同封して郵送してください。 

詳細については、別紙「コンビニでの入学検定料支払方法」を確認してください。 

 

出願書類を受理した後は、納入済みの入学検定料は返還いたしません。ただし、以下に該当する場

合は、納入された入学検定料を返還します。なお、返還にかかる振込手数料は差し引かせていただき

ます。 

ア 入学検定料納入後、出願しなかった場合又は出願が受理されなかった場合 

イ 入学検定料を二重に払い込んだ場合 

※入学検定料の返還は銀行振込で行われます。海外の銀行の口座に返還する場合には、返還される

金額は大きく減額される他、返還に多大な日数を要しますので、入学検定料の納入は慎重に行ってく

ださい。 

返還請求方法については、名古屋大学ホームページ（https://www.nagoya-u.ac.jp/）→入学案内→ 

   学部入試→学部（3年次・2年次）編入学試験→検定料の支払いについて、を確認してください。 

 

（8） 受験票送付用封筒（長形３号、約12cm×23.5cm） 

出願者本人の郵便番号、受信場所、氏名を記入し、410 円分の切手を貼ってください。 

なお、団地・アパート等に居住している者は、棟番号、戸番まで必ず記入してください。 

（9） 返信用封筒（長形３号、約12cm×23.5cm） 

郵便番号、受信場所及び氏名を記入してください。 

切手を貼る必要はありません。 

(10) 宛名用紙（本学部所定のもの） 

入学手続書類等送付時に使用します。郵便番号、受信場所及び氏名を記入してください。 

 

以上の出願書類に虚偽の記入をした者に対しては、入学後でも入学を取り消すことがあります。 

なお、必要に応じて、提出した書類について説明を求め、又は、さらに書類・証明書等の提出を求

めることがあります。 

 
４４      受受験験票票のの送送付付  

受験票は、大学において受験番号を決定の上、2025 年 10 月 9 日（木）に各人に発送します。 
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５５      障障害害ののああるる者者等等のの出出願願  

障害等があって試験場での特別な配慮を必要とする者は、出願に先立ち、以下によりあらかじめ本学

部と相談してください。 

（1） 相談の時期 

2025 年 9 月 3 日（水）まで 

（2） 相談の方法 

以下の３点を添えて、申し出てください。 

①  特別配慮申請書（障害等の状況、試験場での配慮を希望する事項等を記載したもので、様式随       

意、Ａ４サイズ） 

②  障害等の状況が記載された医師の診断書（３ヶ月以内に作成されたもの） 

③  障害等の状況を知っている第三者の添え書き（専門家や出身学校関係者などの所見や意見書） 

（3） 連絡先 

〒〒  446644--88660011  

名名古古屋屋市市千千種種区区不不老老町町  BB44--44（（770000））  名名古古屋屋大大学学法法学学部部  入入試試担担当当  

    電電話話  （（005522））  778899--22331166･･22331177  

なお、入学後の修学に関して相談の希望がある者は、出願期限までにお問い合わせください。 

 
６６  そそ  のの  他他  

（1） 出願後は、提出書類の変更及び返却はできません。 

（（22））  提提出出書書類類にに記記載載事事項項のの記記入入ももれれ、、そそのの他他不不備備ののああるる場場合合はは、、出出願願書書類類をを受受理理ししまませせんん。。  

（3） 出願資格等に関して照会する場合は、2025 年 9 月 3 日（水）までに、照会者本人の郵便番

号、受信場所及び氏名を記入し、110円切手を貼った返信用封筒を同封の上、行ってください。 

照会先    〒 464-8601    名古屋市千種区不老町 Ｂ４－４（700） 

名古屋大学法学部 入試担当 

（4） 名古屋大学法学部を紹介した冊子「法と政治を学ぶ」のPDF版を法学部ホームページ（受験生の

方）（https://www.law.nagoya-u.ac.jp/prospective-students.html）からダウンロードできま

す。 

希望者に対しては、同冊子の印刷版を、上記（3）の場所で交付します。郵送を希望する場合

は、下記リンクより請求してください。 

https://www.nagoya-u.ac.jp/admissions/exam/guidebooks/request/index.html 

 

ⅤⅤ  選選抜抜方方法法  

入学者選抜は、第１次選抜及び第２次選抜により行います。 

１１      第第１１次次選選抜抜（（書書類類選選考考及及びび筆筆記記試試験験））  

書類選考及び筆記試験により第１次選抜を行います。

筆記試験は次のとおり行います。 

期 日 教 科 時 間 実施場所 備 考 

2025年 

10月15日 

（水） 

外 国 語 

（英語） 

13：00 
～ 

15：00 
法 学 部 

各受験者が持ち込んだ辞
書を1冊に限り使用可（電
子辞書、事典類、単語帳及
び参考書等は不可） 

小 論 文 

15：30 
～ 

17：30 

 

選抜の結果は、2025 年 10 月 22 日（水）午前 10 時頃、法学部玄関前に掲示後、法学部ホー

ムページにおいても速報します。 
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２２      第第２２次次選選抜抜（（口口述述試試験験））  

第１次選抜合格者に対し、次のとおり口述試験を行います。 
 

期 日 選抜試験 時    間 実施場所 

2025 年 10 月 29 日（水） 口 述 13：30 ～ 法 学 部 

  

３３      そそのの他他  

上記の方法で実施しがたい場合には、可能な限り志願者全員への通知を行いますが、法学部ホームペ

ージの通知も必ずご確認ください。 

 

  ４４  合合否否判判定定のの方方法法及及びび基基準準  

        アドミッション・ポリシーに基づき、書類選考、外国語及び小論文の筆記試験並びに口述試験を組み

合わせた総合的な方法で、教育目標として掲げた知識の獲得及び能力の涵養のために必要な資質と能

力を確認します。 

 
ⅥⅥ  合合格格者者発発表表  

2025 年 11 月 14 日（金）午前 10 時頃、法学部玄関前に掲示後、法学部ホームページにおいても速

報します。また、郵送により各人あて通知します。 

（電話等による問い合わせには応じません。） 

 

ⅦⅦ  授授業業料料等等学学生生納納入入金金  

 入学料   282,000円 （予定額） 

 授業料 春学期分 267,900円 （予定額） 

    （年額 535,800円） （予定額） 

（注）入学時又は在学中に学生納入金の改定が行われた場合には、改定時から新たな金額が適用されます。

なお、納入済の入学料は返還しません。また、入学料・授業料の免除・徴収猶予の制度があるの

で、希望する場合は、入学料・授業料は納入せずに、申請書類の交付を受けて、所定の期間内に申

請してください。 

 

ⅧⅧ  受受験験者者心心得得  

１  筆記試験当日は、12 時 30 分までに法学部玄関前に集合し、受験に関する掲示を必ず見てくださ

い。なお、試験開始時刻に遅刻した場合には、試験開始後 30 分以内に限り、受験を認めます。 

２  試験室には、必ず法学部発行の受験票を携帯し、係員の指示に従い、所定の場所に置いてください。 

３ 筆記試験（外国語及び小論文）において使用を許可するものは、万年筆（黒インク）、黒鉛筆（Ｈ 

Ｂ）・シャープペンシル（ＨＢ）、鉛筆削り、消しゴム及び時計（時計機能だけのもの）に限ります。

外国語試験の際には、各受験者が持ち込んだ辞書を1冊に限り使用することができます。ただし、電子

辞書、事典類、単語帳及び参考書等を除きます。携帯電話やスマートフォン、ウェアラブル端末（ス

マートグラス、スマートウォッチなど）は、時計機能としても使用することはできません。 

※時計については、辞書、電卓又はインターネット接続等の機能があるもの及びそれらの機能の有無

が判別しづらいもの、秒針音のするもの、キッチンタイマー並びに大型のものは、使用を認めませ

ん。 

４ （特別に許可された場合を除き）試験時間中に以下の機器等を使用した場合は不正行為となります。 

携帯電話、PC、スマートフォン、ウェアラブル端末、タブレット端末、電子辞書、IC レコーダー、

イヤホン、⾳楽プレーヤー、電卓等の電子機器類 

 ※イヤホンについては、耳に装着していれば使用しているものとみなします。 

５  不正行為を行った場合、その場で受験の中止と退室が命じられ、それ以後の受験はできなくなりま

す。また、受験したすべての試験の成績を無効とします。なお、不正行為については、状況により

警察へ被害届を提出するなどの対応をとる場合があります。 
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６  志願者に対する宿泊施設の手配等の斡旋はしません。 

７  志願者に対する通知が必要な場合は、可能な限り志願票に書かれた連絡先に行いますが、法学部ホー

ムページの通知も必ずご確認ください。 

８ 名古屋大学（東海国立大学機構）では、「外国為替及び外国貿易法」に基づく安全保障輸出管理制度

により、「東海国立大学機構安全保障輸出管理規程」（以下「規程」という。）を定め、貨物の輸

出、技術の提供（人の受入を含む）について厳格な審査を実施しております。規程に抵触する場合

は、入学試験の選抜に合格しても入学が認められない又は入学後の研究活動等に制限がかかることが

ありますので、ご留意ください。詳細については、以下のウェブサイトを参照願います。なお、該当

者には、個別に通知します。 

 また、この場合も既納の検定料は返還しません。 

  https://www.aip.nagoya-u.ac.jp/securityexport-extramural 

 
ⅨⅨ  個個人人情情報報のの取取りり扱扱いい  

１  個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「東海国立大学機構個人情報保護規程」に

基づき、適切に管理します。 

２  出願時に得た住所、氏名、生年月日その他の個人情報については、入学者選抜、合格発表、入学手 

続業務を行うために利用します。 

３ 出願時に得た個人情報内容及び入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料

の作成のために利用します。また、入学者についてのみ①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支

援関係（健康管理、就職支援、授業料免除・奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うた

めに利用します。 

 

2025年 7月 名古屋大学法学部 

 郵便番号 464-8601 

 名古屋市千種区不老町Ｂ４－４（700） 

 電話 （052）789-2316・2317 

 URL https://www.law.nagoya-u.ac.jp 
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※※不不測測のの事事態態がが発発生生ししたた場場合合のの諸諸連連絡絡  

 
災害や感染症の流行等により、試験日程や選抜内容等に変更が生じた場合は、次

の法学部ホームページ等により周知しますので、出願前や受験前は特に注意してく

ださい。 

  

  

◇ 法法学学部部・・法法学学研研究究科科ホホーームムペペーージジ（（入入学学案案内内・・入入試試情情報報））  

ＵＲＬ https://www.law.nagoya-u.ac.jp/admissions/about-undergraduate/ 

◇ 連連絡絡窓窓口口  

名古屋大学法学部・大学院法学研究科入試担当 

ＴＥＬ   （052）789-2316・2317 



２０２６年 度 
名古屋大学法学部第３年次編入学志願票 

 

受 験 番 号 
※ 

フ リ ガ ナ  

氏 名 
 

生 年 月 日 年 月 日 （ 歳） 性    別 男   ・   女 

職 業  

 
連 絡 先 

〒 

 
電話（ ） － 携帯（ ） － 

mail（ ） 

 
 

出 

願 

資 
格 

 

 

 

 

 

 

学 歴 

年 月 学 校 ・ 学 部 名 及 び 所 在 地 

 

年 月 

高 等 学 校 卒 業 

〒 

 
電話（ ） － 

年 月 

～ 

年 月 

 
〒 

 
卒業・（ ）年次在学 ・その他（ ）  電 話（ ） － 

年 月 

～ 

年 月 

 
〒 

 
卒業・（ ）年次在学 ・その他（ ）  電 話（ ） － 

 

 

 
 

職 歴 

期 間 名 称 及 び 所 在 地 

年 月 

～ 

年 月 

 
〒 
 

電話（ ） － 

 

年 月 

～現在 

 
〒 
 

電話（ ） － 

最終学校における休学歴等（休学歴のあるものは、以下に記入してください） 

   注）在学期間・休学期間等の算出方法……在学中の者及び卒業・修了見込みの者は、2026年3月31日現在で計算してください。 

休 学 期 間 最終学校・学部 大学 学部 

年 月 日～ 年 月 日（ 年 ヶ月）  

在 籍 期 間（Ａ） 

 

年 ヶ月 
年 月 日～ 年 月 日（ 年 ヶ月） 

年 月 日～ 年 月 日（ 年 ヶ月）  

休 学 期 間 合 計 （ Ｂ ） 

 

 

） 年 ヶ月 
年 月 日～ 年 月 日（ 年 ヶ月） 

年 月 日～ 年 月 日（ 年 ヶ月） 在籍期間より休学期間を

除いた実際の在学期間 

（Ａ）－（Ｂ） 

 

年 ヶ月 
年 月 日～ 年 月 日（ 年 ヶ月） 

記入上の注意 
１．職業欄には、例えば会社員、公務員、教員、主夫・主婦等と記入してください。 

２．学歴、職歴はすべて記入してください。書ききれない場合は、裏面を使用してください。 

３．※印欄は、記入しないでください。 

４．記入の際には、志願者本人が黒インク又は黒のボールペンを使用し、文字はかい書で枠外にはみださないように記入してくださ

い。記入ミスをした場合は、ミスをした箇所に二重線を引き、余白に正しく記入してください（訂正印は不要です。）。 



 

２０２６ 年 度 
名古屋大学法学部第３年次編入学志願理由書          

 

フ     リ     ガ     ナ 

リ 

ガ 

ナ 

 

 
志   願   者   氏   名 

 
 

 

「Ⅰアドミッション・ポリシー」をよく読んで、志願の動機（社会経験やこれまでに学んだことをどのように名古屋大学法学部での学習に生か

していくのか、及び、卒業後の希望・進路をどのように計画しているのかを含む。）を記入してください。文章の全部又は一部を生成 AI によ

り作成することは認めません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）※印欄は、記入しないでください。 

受験番号 
※ 



２０２６ 年 度 
名古屋大学法学部第３年次編入学成績証明書 

 

 

 

 

 

 

 

 
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

上記のとおり相違ないことを証明します。

年 月 日 

学 校 所 在 地  

学  校  名 

学校長（学部長） 
印 

受験番号  
※ 

 

学 

校 

名 

  
大学・短期大学

高等専門学校 

 

 
学部 学科 

 
（学年： 年） 

 

氏 

 

名 

 
 

 
生年月日  

   
年 

  
月 

  
日 生  

  入学・編入 

年 

転    入   学 

 
年 卒業（見込） 

 
 
 
 

 
 
 

取 

得 

単 

位 

数 

の 

内 

訳 

 科 目 数   単 位 数 卒 

業 

要 
件 

 

 
卒業に必要な総単位数……（ 

A+ 

（95～100点） 

 
科目 

 
単位 

A 

（80～94点） 

 
科目 

 
単位 

 
 

休 

学 

歴 

 

 

 
 

□休学歴なし 

· 年 

～ 年 

 

 

· 年 

～ 年 

 

 
· 年 

～ 年 

 

 

 

 

 

 
月 

 

 

 
 

月 

 

 

 
 

月 

 

 

 

 

 

 

 

月 

 

 

 
 

月 

 

 

 
 

月 

 

 

 

 

 

 
日 

日（ 

 

 

日 

日（ 

 

 
日 

日（ 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 
 

年 

 

 

 
 

年 

 

 

 

 

 

 

 

ケ月） 

 

 

 
 

ケ月） 

 

 

 
 

ケ月） 

B 

（70～79点） 

 
科目 

 
単位 

C 

（65～69点） 

 
科目 

 
単位 

C- 

（60～64点） 

 
科目 

 
単位 

その他 

（ ） 

 
科目 

 
単位 

その他 

（ ） 

 
科目 

 
単位 

 

合 

 

計 

 

科目 

 

単位 

（注）１．本証明書に必要事項をご記入いただき、併せて成績証明書（貴学の様式によるも

の）をご添付ください。※「取得単位数の内訳」については適宜、貴学の基準に合

わせて修正していただいて結構です。 

２．本証明書の作成に関してご不明な点がございましたら、名古屋大学法学部入試担当 

〔電話（052）789－2316・2317〕までお問い合わせください。 

３．※印欄は記入しないでください。 

 

 



 

      22002266  年年  度度  

名名古古屋屋大大学学法法学学部部第第３３年年次次編編入入学学  

22002266  年年  度度  

名名古古屋屋大大学学法法学学部部第第３３年年次次編編入入学学  

写 真 票 受 験 票 
 

 

受 験

番 号   

※ 

フリガナ    
 

氏 名  

 

※印欄は記入しないでください。 

 
 

 
 

 

※印欄は記入しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

年 月撮影 

 

筆記試験及び口述試験日程 

１  筆記試験 12時30分までに集合してください。 
 

期   日 教 科 時  間 実施場所 備 考 

 
2025年 

10月15日 

（水） 

外 国 語 

（英語） 

13：00 

～  

15：00 

 

 
法 学 部 

各受験者が持ち込んだ辞書

を1冊に限り使用可（電子

辞書、事典類、単語帳及び

参考書等は不可） 

 

小 論 文 
15：30 

～ 
17：30 

 

 

２  口述試験 13時15分までに集合してください。 
 

期 日 選抜試験 時 間 実施場所 

2025年 

10月29日（水） 

 

口 述 

 

13：30～ 

 

法 学 部 

（注）試験当日は、自動車による入構はできません。 

 

 

 

 

写真貼付欄 

 
写真は縦５㎝、横4.5㎝、

正面、上半身、脱帽、３

か月以内に撮影のもの

を、 この枠内いっぱい

に、 正しく貼ってくださ

い。撮影年月を下記へ記

入してください。 

（ 

切
り
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
） 

 

受 験

番 号   

※ 

フリガナ  

氏 名   

外国語 小論文 口 述 
※ ※ ※ 

 

 

 



 

 

宛 名 用 紙 

 

 
（注） 

１．４個所ともすべて記入し、各々切り離

さずこのまま提出すること。 

２．確実に連絡のつく受信場所を記入のこ

と。 

３．出願後、受信場所が変わった場合は、

速やかに下記あて郵便で通知すること。 

 
〒464-8601 

名古屋市千種区不老町Ｂ４－４

（700） 

名古屋大学法学部入試担当 

 

 
 

 

 

 

 
 

（住所） 

 

（氏名） 殿 

        

 

 

（住所） 

 

（氏名） 殿 

        

 

 

（住所） 

 

（氏名） 殿 

        

 

 

（住所） 

 

（氏名） 殿 

        

 



1

２

３

バス停
バス停

八事

本山

バス停
バス停

八事

本山

豊田講堂・
シンポジオン
豊田講堂・
シンポジオン

本部1号館本部1号館

新体育館新体育館

総合運動場
複合棟
総合運動場
複合棟

野球場野球場

陸上競技場陸上競技場

硬式庭球場硬式庭球場

軟式庭球場軟式庭球場

総合研究実験棟総合研究実験棟

研究所共同館Ⅰ研究所共同館Ⅰ
研究所共同館Ⅱ研究所共同館Ⅱ

高等総合研究館
　高等研究院
高等総合研究館
　高等研究院

創薬科学研究館創薬科学研究館

リサーチャーズ
ビレッジ
東山

リサーチャーズ
ビレッジ
東山

環境共用館環境共用館

野依記念
学術交流館
野依記念
学術交流館

環境医学研究所環境医学研究所

ナショナルコンポジットセンターナショナルコンポジットセンター

総合保健体育科学センター総合保健体育科学センター

工学研究科6号館工学研究科6号館

農学部A館
　農学国際教育研究センター
農学部A館
　農学国際教育研究センター

農学部B館農学部B館

農学部管理棟農学部管理棟 農学部
講義棟
農学部
講義棟

生物機能開発
利用研究センター
生物機能開発
利用研究センター

Tokai Open Innovation 
Complex Nagoya
Tokai Open Innovation 
Complex Nagoya

アイソトープ
総合センター
アイソトープ
総合センター

野依記念物質科学研究館
　物質科学国際研究センター
野依記念物質科学研究館
　物質科学国際研究センター

本部2号館本部2号館

本部3号館
　アジアサテライト
　キャンパス学院

本部3号館
　アジアサテライト
　キャンパス学院

本部4号館本部4号館

グリーンサロン東山グリーンサロン東山
フォレストフォレスト

環境総合館
　環境学研究科
環境総合館
　環境学研究科

多元数理科学棟多元数理科学棟

情報基盤
センター
情報基盤
センター

保健
管理室
保健
管理室

超低温
実験施設
超低温
実験施設

理学部
共用館
理学部
共用館

シンクロトロン光研究センターシンクロトロン光研究センター

広報プラザ広報プラザ
博物館
（古川記念館）
博物館
（古川記念館）

IB電子情報館IB電子情報館

北部厚生会館
～Polaris Plaza～
北部厚生会館
～Polaris Plaza～

赤﨑記念研究館赤﨑記念研究館

ベンチャー・
ビジネス・
ラボラトリー

ベンチャー・
ビジネス・
ラボラトリー

高効率エネルギー
変換研究施設
高効率エネルギー
変換研究施設

インキュベーション施設インキュベーション施設

学生会館学生会館

超高圧電子顕微鏡研究室超高圧電子顕微鏡研究室

超高圧高温
発生装置室
超高圧高温
発生装置室

附属図書館
(中央図書館)
附属図書館
(中央図書館)

教育学部附属中・高等学校教育学部附属中・高等学校

経済学研究科・経済学部経済学研究科・経済学部

国際棟
　グローバル・エンゲージメントセンター
　国際言語センター

国際棟
　グローバル・エンゲージメントセンター
　国際言語センター

国際開発研究科国際開発研究科

文系総合館
　高等教育研究センター
文系総合館
　高等教育研究センター

人文学研究科・文学部人文学研究科・文学部 総合案内総合案内

教育発達科学研究科・教育学部
　心の発達支援研究実践センター
教育発達科学研究科・教育学部
　心の発達支援研究実践センター

南部厚生会館南部厚生会館

全学教育棟全学教育棟

全学教育棟A館全学教育棟A館

人文学共用館人文学共用館

情報学研究科情報学研究科

体育館・プール体育館・プール

理学部A館 理学部A館 

大学文書資料室
（本部別館）
大学文書資料室
（本部別館）

学生支援棟
　学生相談センター
　キャリアサポートセンター

学生支援棟
　学生相談センター
　キャリアサポートセンター

工学研究科
8号館北棟
工学研究科
8号館北棟

工学研究科8号館南棟工学研究科8号館南棟
工学研究科9号館工学研究科9号館

先端技術
共同研究施設
先端技術
共同研究施設

工学研究科5号館工学研究科5号館減災館減災館

ES総合館ES総合館
ナショナル
イノベーション
コンプレックス
(NIC)

ナショナル
イノベーション
コンプレックス
(NIC)

ITbMITbM

理学部E館理学部E館

理学部B館理学部B館

理学部C館理学部C館

理学部D館理学部D館

理学部F館
　遺伝子実験施設
理学部F館
　遺伝子実験施設

理学部G館理学部G館

理学館理学館

オークマ工作
機械工学館
オークマ工作
機械工学館

EI創発工学館EI創発工学館

工学研究科2号館工学研究科2号館工学研究科3号館工学研究科3号館

工学研究科1号館工学研究科1号館

インターナショナルレジデンス東山インターナショナルレジデンス東山

鏡ヶ池鏡ヶ池

名大
八雲会館
名大
八雲会館

理学南館理学南館

理農館理農館

グリーンビークル
材料研究施設
グリーンビークル
材料研究施設

体育合宿所体育合宿所

素粒子宇宙起源
研究機構
素粒子宇宙起源
研究機構

博物館
野外観察園
博物館
野外観察園

アジア法交流館
　法政国際教育協力研究センター
アジア法交流館
　法政国際教育協力研究センター

ジェンダー・
リサーチ・
ライブラリ

ジェンダー・
リサーチ・
ライブラリ

情報学部情報学部

エネルギー変換
エレクトロニクス
実験施設(C-TEFs)

エネルギー変換
エレクトロニクス
実験施設(C-TEFs)

エネルギー変換
エレクトロニクス
研究棟(C-TECs)

エネルギー変換
エレクトロニクス
研究棟(C-TECs)

名古屋大学東山地区配置図 

総合保健体育 
科学センター 

国際言語文化棟 

国際棟 

名古屋大学東山地区配置図

法学研究科・法学部

　地図：入稿PDF「資料01-1_2_東山キャンパス全体.pdf」を
　　イラレで開いてフォント置換（HiraginoSansProN W3→ヒラギノ角ゴProN W3）
　　全選択→カラー編集:グレースケールに、
　　A4に縮小（70％,線幅も）、
　　（文字,文字縁の下にもう1個文字がある。削除は大変なので放置）
　　法学部を目立たせた（メールで指示あり）。
　地図見出し：前回PDF「【最終版】法_３年編入募集要項.pdf」をイラレで開いて
　　　　　　　見出しを抜き出し、左右中央に。
　右下に追加指示；『06_法_３年編入募集要項（別添）.pdf』の右下部分




